
キッズランド整備事業に係る基本方針 

   

１ 背景・目的                                   【参考】４月に実施したアンケート調査で設置希望の多かった遊具（イメージ）  

本市においては、少子化や人口減少が進行する中、安心して子育てできる環  

境の充実が求められており、特に天候に関わらず、子どもが安全に遊べる場が         ・トランポリン          ・タワー遊具  

必要であるとの声が寄せられています。  

令和７年４月に実施した子育て世代を対象としたアンケート調査では、「天  

候に左右されず、子どもを遊ばせられる屋内外施設がほしい」という意見が多  

数を占めました。  

こうした状況を踏まえ、子どもの健やかな成長と親子の交流促進、さらには  

移住・定住促進や地域活性化を図るため、屋内外遊戯施設を整備するものです。  

 

２ 効果・期待される成果 

・雨天時や冬期間、猛暑時も利用できる遊び場の確保 

・遊びを通じて体を動かすことによる子どもの健やかな成長と発達支援  

・安心して子どもが遊べる環境の確保                         ・ネット遊具           ・スパイラルスライダー 

・市内外からの利用促進による地域交流・経済波及効果  

・移住・定住促進による人口減少抑制 

 

３ 基本方針 

「子どもが安心・安全に遊び、親子が交流できる屋内外遊戯施設の創出」 

・乳幼児から小学生を対象とした、遊びを通じた健やかな成長の支援  

・季節や天候に左右されない遊び環境の提供  

・安全性の確保と誰もが利用できるインクルーシブな施設づくり  

・地域交流と賑わいの創出  

 

４ 計画の概要                                     ・クライミングウォール      ・サイバーホイール 

①施設機能（想定）  

・大型複合遊具スペース  

・多目的室（イベント・交流用）  

・乳幼児専用スペース  

・授乳室・オムツ交換室  

・見守り休憩スペース  

 

②整備コンセプト  

・自然と調和したデザイン  

・バリアフリー・ユニバーサルデザイン  

・屋外空間と一体的に遊べる場 

・交通アクセスが良く、市民等が集まりやすい場所（市有地） 

・メンテナンスコストやランニングコストを意識した施設 


